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本論文は 3 部， 6 章によって構成されている。第 I 部において，伝統文化教育を考察対象とした
本研究の意義を確認し基本概念を整理した上で，先行研究の検討を行い，伝統文化を学ぶ教育的


































































第 2 に，本研究では， 4 つの事例を分析対象とし，一人ひとりの体験が考察対象となっているが，
その質的分析の方法論については解決すべき課題も残されている。かなり入念に先行研究をふま
え研究手法が徴密に設計されているものの，今後の更なる方法論的な検討が求められる。
第 3 に，構築された伝統文化の学びに関する知見がどこまで普遍的な妥当性をもつものか，今
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後，多角的に検討することが重要な課題として残されている。
しかし，本論文を全体としてみれば，個々の対象者の体験を詳細に集め，また実際の伝統文化
の学びの場面におけるフィールド調査と徴密な質的分析作業を重ね， 4 つの事例研究の一つひとつ
を着実に展開しており，伝統文化の教育における学びのモデルを構築するという本論文のねらい
はほぼ成功していると判断できる。
よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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